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1
第４５回福島市芸術文化祭主催行事

第６２回「 邦楽の祭典」
8月25日

キョウワグループ・
テルサホール

出演者数
124名

来場者数
126名

福島市
福島市文化団体連絡協議会に加盟する邦楽愛
好団体が一堂に会し、日ごろの練習の成果を発
表した。

2
創立65周年記念
福島岳風会吟道大会

9月4日 ふくしん夢の音楽堂

出演者数
５５０名

来場者数
６００名

福島岳風会
第1部 支部発表吟、第2部 支部対抗合吟コン
クール（5人立）、第3部 構成吟、第4部 模範吟
詠、第5部 役員吟詠後に表彰式を行った。

3 第４８回県北おかあさん合唱祭 9月15日 ふくしん夢の音楽堂

出演者数
３１４名

来場者数
８０名

県北おかあさん
合唱連絡協議会

加盟１６団体の発表を聞き合い、合唱の質を高め
合った。講師より全体講評と各団体それぞれに講評
をいただき、今後の練習に繋ぐことができた。

4
第４２回
福島県マーチングフェスティバル

9月15日
福島県営あづま総合
体育館

出演者数
５２０名

来場者数
１６３３名

福島県吹奏楽連盟
12団体の出場で全日本小学生バンドフェスティ
バル・全日本マーチングコンテスト・マーチングバ
ンド　バトントワーリング福島県大会を開催。

5 第9回福島県南混声合唱祭 9月22日
三春町交流館
まほらホール

出演者数
１０１名

来場者数
３００名

福島県南混声合唱
連盟

白河市・須賀川市・田村市・三春町で活動してい
る混声合唱団が成果を発表。来場者とともに「荒
城の月」を歌うなど有意義だった。

音 6 第4９回「吟と舞」発表会 9月26日 郡山市公会堂

出演者数
４０名

来場者数
３０名

静山流　静褒会
プログラム番組28曲をそれぞれの衣装も楽し
み、曲もバラエティーにとみ来場者に好評であっ
た。フェナーレは「信玄公音頭」賑やかに閉会。

7
福島市民オーケストラ
第３２回ファミリーコンサート

10月6日 ふくしん夢の音楽堂

出演者数
７０名

来場者数
３７９名

福島市民
オーケストラ

指揮者小野富士氏に、第1部チャイコフスキーと
ドボルザークの曲、第２部は指揮者・打楽器体験
コーナー、第３部ボロディンの曲を演奏。

8
第２７回 ひろの童謡まつり～歌
声がつなぐ世界のこころ　平和
～

10月12日 広野町中央体育館

出演者数
２６４名

来場者数
８００名

広野町

町内の幼小中校ほか6団体と、真理ヨシコと7名
のプロ童謡歌手を迎え、広野で生まれた童謡や
交流協定締結のたつの市から生まれた童謡を
披露。

9
第４７回全日本フォルクローレ
フェスティバル
「コスキン・エン・ハポン２０２４」

１０月１２日～
１０月１４日

川俣町中央公民館

出演者数
８００名

来場者数
７２００名

ノルテ・ハボン
全国から出場グループが集まり、様々な踊りや演奏、
フォルクローレの音色を響かせた。アルゼンチンで行
われるフェスティバル出場日本代表も審査決定。

楽 10
あじさいの会（三味線・ 舞踊 ・
歌謡曲）合同発表大会

10月13日
いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数
７２名

来場者数
２５０名

いわき三味線の会
日本文化である民謡・三味線・舞踊・歌謡曲など
年々減少の中で、若い世代に少しでも興味を抱
いてもらえる思いを込めた大会だった。

11 第３５回　女声合唱の祭典 10月26日
いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数
１００名

来場者数
４５０名

いわき市
女声合唱連盟

第1部 では、各団体それぞれに世界の名曲を歌
い、第2部は、7団体を紅白に分けて「紅白歌合
戦」と銘打ち、工夫をこらして開催。

12 いわき三曲連盟演奏会 10月27日 いわき市文化センター

出演者数
６０名

来場者数
１５０名

福島県三曲連盟
いわき支部

ステージ設営、楽器運搬ともスムーズに運びん
だ。ジュニアの部が設けたことに「素晴らしい企
画」と評価を得た。

13 第１５回大正琴演奏会 10月27日
いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数
５５名

来場者数
２５０名

いわき大正琴の会
全国コンクールで連続金賞連続受賞の高校生グ
ループと小学生チームの出演があり、80歳まで
の幅広い年齢層で温かい演奏会になった。

14 第２８回 しらかわ音楽の祭典 11月2日 白河文化交流館コミネス

出演者数
６００名

来場者数
１６００名

しらかわ音楽の祭
典　　実行委員会

白河市・県南地域の音楽文化の振興を図るため音楽
の祭典を開催。市内小中高等学校の児童・生徒及び
一般団体によるコンサート。

15
第1３０回
白河謡曲会素謡会

11月17日 白河市中央公民館

出演者数
３０名

来場者数
１７名

白河謡曲会
白河謡曲会5社の日ごろの練習成果（素養・独
吟・小謡・仕舞等）を発表。観客数は少なかった
が滞りなく終了できた。

16 アンサンブル・コンサート２０２４ 11月23日
いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数
４８名

来場者数
５０名

アンサンブル・
コンサート２０２４

毎年の開催を11月23日としての演奏会は、会場
の暖かい雰囲気が感じられ、出演者・観客ともに
音楽を楽しんでいただけた。

17
会津シンフォニック・アンサンブル
第４６回定期演奏会

11月24日
喜多方プラザ
文化センター

出演者数
５１名

来場者数
６３６名

会津シンフォニッ
ク・　アンサンブル

第1部は吹奏楽オリジナル曲で管弦楽曲アレン
ジ曲を演奏、第2部はディズニー映画音楽など子
供から大人まで楽しめる曲を演奏。

18
第３５回
いわき市民謡の会発表会

11月24日
いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数
８７名

来場者数
２５０名

いわき市
民謡（うた）の会

民謡5・日本舞踊2団体が生演奏の協演もあり華
やかさとレベルの高い演奏会だった。受付・司
会・案内役を青少年ボランティアが担った。

19
須賀川混声合唱団
第2７回定期演奏会

12月1日 須賀川市文化センター

出演者数
４０名

来場者数
４９６名

須賀川混声合唱団
第１部ではホップスを、第2部では男声・女声合
唱をそれぞれ披露、第３部では土への感謝、平
和への祈りを込め組曲「土の歌」を演奏。

20
第４５回福島市芸術文化祭主催行事

マーチング・フェスタ２０２５
1月26日

福島トヨタクラウンア
リーナ

出演者数
１０７名

来場者数
１６００名

福島市
市内で活動するマーチングバンドが、日ごろの練
習成果を発表することでマーチングの普及を
図った。

③参加行事                                                               　
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演
1 第３６回　会津鶴ヶ城　薪能 9月22日 会津能楽堂

出演者数
３０名

来場者数
１０８名

会津能楽会
仕舞4番から始まり能1番を行った。演目は仕舞
「加茂」「岩船」「斑女舞アト」「小鍛治クセ」能「葛
城」。終演後の「良かった」の声を励みとした。

劇
2 会津能楽会秋の会 10月26日 会津能楽堂

出演者数
３３名

来場者数
１０２名

会津能楽会
演目は舞囃子「紅葉狩急ノ舞」「須磨源氏」、連調
小鼓「天鼓」、仕舞「花筐」「小歌」「東北」「斑
目」、素揺「嵐山」他4番を行った。

3 いわき市民文化祭演劇の部発表会
１１月９日～
１１月１０日

いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数
５０名

来場者数
５００名

いわき市民文化祭
演劇の部実行委員
会

観客のアンケートでは「いじめやLGBTなど、現代
社会の問題に触れ考えさせられる内容だった」な
どの感想があり好評を得た。

1 第２３回福島県勤労者写真展
５月２２日～
５月２５日

とうほう・みんなの文化
センター

出品者数
２１５名

来場者数
６０３名

福島県労働福祉
協議会

県勤労者美術展「写真の部」を引き継いで23回と
なる展覧会は、福島県、県写真連盟、マスコミ各
社等19団体の後援を得て意義を高め開催。

2 第3１回西郷村総合美術展
６月２８日～
６月３０日

西郷村文化センター

出品点数
106点

来場者数
６８０名

西郷村総合美術展
実行委員会

村内外の多くの方に来場していただき、芸術文
化に関心を深めることができた。また、小学生の
校外活動の一環として来展鑑賞。

3 第５０回 記念白河美術協会展
７月８日～
７月１４日

マイタウン白河

出品者数
１５名

来場者数
３７８名

白河美術協会
日本画3名9点・洋画10名34点・彫塑工芸2名7点
の計15名50点の出品。最新作の出品でレベル
の高い展覧会を開催できた。

4 第21回日本画ふるさと展
７月３１日～
８月４日

コラッセふくしま

出品者数
４0名

来場者数
２００名

福島県日本画協会
日本画作品を展示し、多くの人に日本画の魅力
を発信した。

美 5 第４８回　福島二紀展
８月２１日～
８月２６日

福島市写真美術館

出品者数
１２名

来場者数
２５２名

二紀会福島県支部
毎年秋に東京都国立新美術館で開催される洋
画、彫刻の公募展、二紀展に出品する前段の美
術展を関係者から大きな期待を受け開催。

6
第２０回福島県刻字協会展併催
高校生刻字作品展

８月１６日～
８月１８日

コラッセふくしま

出品点数
248点

来場者数
３８０名

福島県刻字協会
刻字作家の作品68点、高校生の作品180点を展
示発表。企画展は「和をテーマとする」とし、和を
連想する撰文で会場を盛り上げた。

7
福島ビエンナーレ２０２４「風月
の芸術祭ｉｎ白河」

８月２４日～
９月１５日

マイタウン白河
白河市図書館
南湖公園内等

出演者数
４7名

来場者数
1100名

風月の芸術祭
実行委員会

白河市の歴史・文化を基盤として「起/Rise」を
キーワードに国際的なアーテストによる多種多
様な現代アートの芸術祭を開催した。

8
第１９回
会津美里町総合美術展

８月２８日～
９月４日

会津美里町
じげんホール

出品点数
１１７点

来場者数
１１００名

会津美里町総合美
術展実行委員会

町に縁のある方の日本画・洋画・塑像・工芸美
術・書の５部門の作品展示。中高生の作品を招
待し次世代の美術文化を考える機会となった。

9 第４５回 喜多方水墨画展
９月６日～
９月９日

喜多方市厚生会館

出品点数
86点

来場者数
２５８名

喜多方水墨会
会員8名の水墨画・墨彩画を展示。また長谷川ス
ミ子あゆみ展の展示と会員各自が絵付けした瓢
箪も展示。抽選で小色紙を来客に贈呈。

術 10
令和６年度
第２０回相馬市総合美術展

９月２７日～
９月２９日

スポーツアリーナそうま

出品点数
315点

来場者数
２４０５名

相馬市総合美術展
運営委員会

高校生以上の一般の部を対象とし、絵画・工芸・
写真・書道等の作品。また中学生以下の幼児、
児童、生徒作品も併せて展示開催した。

11
第５３回書淳展・
天皇家御指南 桑原翠邦顕彰展

９月１９日～
９月２２日

ギャラリーアブドウ
（会津若松市）

出品者数
７０名

来場者数
８００名

書淳会
天皇家御指南、桑原翠邦の名作と日本を代表す
る正統書の逸品を中心に役員・会員の秀作を展
示。

12
第４５回福島市芸術文化祭主催行事

第５８回 福島市民美術展覧会
10月１０日～
10月１４日

アクティブシニアセン
ターアオウゼ（福島市）

出品者数
535点

来場者数
６５２７名

福島市
日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真の公募及び
いけばなの出瓶による展覧会。10/27には呈茶
席を実施。

13 第６９回白河市総合美術展覧会
１０月１６日
１０月２０日

マイタウン白河

出品者数
１３３名

来場者数
１０００名

白河市総合美術展
覧会実行委員会

白河市民及びその近郊（西白河郡・東白川郡）
の在住者から絵画・彫塑工芸・書・写真の作品を
公募展示し、芸術文化の振興を図った。

14 第５２回福島県写真クラブ合同例会 10月6日 ユラックス熱海

出品点数
４９９点

来場者数
１４９名

福島県写真連盟
写真技術向上を目指しクラブ合同例会を開催。
一人３点以内の作品４９９点を福島民報社写真
報道部長が審査し最優秀クラブ賞等を表彰。

15 第７６回日本画彩心会展
１０月１７日～
１０月２１日

アクティブシニアセン
ターアオウゼ（福島市）

出品者数
２１名

来場者数
４４５名

日本画彩心会
最近画いたものや感動を与えることができる、従
来制作した秀作を選択し発表。審査の結果、彩
心会長賞、福島市長賞ほかそれぞれ受賞。

16 第６１回 創美展
1０月２５日～
１０月２８日

ラコパふくしま

出品点数
71点

来場者数
６１６名

日本画創美会
会員制作の日本画と小原流生け花作品を展示。
入場者から説明要望があれば丁寧に説明対
応。最終日に各賞を表彰した。

17 第６３回中島村民文化祭
1１月２日～
１１月４日

中島村生涯学習センター
輝ら里

出品点数
1580点

来場者数
１２３０名

中島村文化団体連
絡協議会

会員、一般、小中学生による、絵画・書道・陶芸・
洋裁・工芸品・盆栽・山野草・菊花など丹精をこ
めた作品が会場一杯に展示された。

18 第６６回川俣町文化祭
1１月２日～
１１月４日

川俣町中央公民館

出品者数
１４２名

来場者数
４５０名

川俣町
文連加盟団体が多くの分野の作品を展示。また
個人展示や図書POPコンクール等のコーナーを
設け、文化活動の魅力を発信した。
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19 令和6年度　広野町文化展
1１月２日～
１１月３日

広野町中央体育館

出品者数
３３０名

来場者数
１０００名

広野町
文化協会団体等や児童生徒、園児たちの出品
作品を募集し展示。呈茶のおもてなしや、折り
紙・花のアレンジメート体験コーナーも開設。

美
20 第49回木彫展

1１月２日～
１１月４日

いわき市文化センター

出品者数
２０名

来場者数
２５０名

いわき木彫クラブ
昨年より6人減の出品者だが、彫像的に優れた
作品や古民家・飛行機などの身近穴作品の出展
があり、来場者を楽しませることができた。

術
21

第53回国見町文化祭総合展示
会

1１月２日～
１１月３日

国見町観月台文化セン
ター

出品者数
５９７名

来場者数
６５４名

国見町文化団体連
絡協議会

会員が一年かけて作品作成に取り組んでをり、
絵画や写真の他パッチワークなどの様々な作品
が並ぶ、見て楽しい展示会になった。

22 第1回日本画緑翠会展
９月３日～
９月６日

コラッセふくしま

出品者数
８名

来場者数
１５０名

日本画緑翠会
会員6名が制作した日本画24点（45号～５０号）
を展示。会場には常時当番がいるように配慮し
た。多くの方の来場に感謝。

1
第４５回福島市芸術文化祭主催行事

第５１回 福島市民短歌大会
6月9日 福島市市民会館

出詠者数
８０名

福島市

出詠歌は予め選者の採点を受け、得点の高い
順に正賞10名、佳作賞10名の受賞者決定し表
彰。短歌愛好者の質的向上と親睦交流を図っ
た。

文
2 第６回芭蕉白河の関俳句賞

７月１日～
９月１５日
（募集期間）

俳句教室　白河市役所
出前教室　第五小学校
表彰式・句会　コミネス

出句数
５５３７

来場者数
８０名1/19

芭蕉白河の関俳句
賞実行委員会

一般の部「自由に四季を詠んだ句」「白河を詠ん
だ句」、ジュニアの部・海外の部は自由題で募集
し1/19に表彰式・当日句会開催。

3
第４５回福島市芸術文化祭主催行事

第3７回 福島市民川柳大会
7月15日 誌上開催

出句者数
９４名

福島市
県内外から多くの川柳愛好家が参加しし、川柳
文芸の質の高揚、並びに川柳愛好家同志の親
睦を図ることができた。

学
4

第４５回福島市芸術文化祭主催行事

第５２回 福島市民俳句大会
9月1日

キョウワグループ・
テルサホール

出句数
６０８句

福島市 市内俳句愛好者の交流と成果発表。

5
第５２回
いわき市民俳句大会

11月3日 いわき市文化センター

出品者数
１０６名

来場者数
５０名

いわき市俳句連盟
募集作品より、各賞の発表及び表彰を行った。
また、俳人協会平手ふじえ氏の講演で、先人の
俳句への思いを学ぶことができた。

1
竹内ひとみバレエ団・バレエス
クール　第7回　バレエフェスティ
バル

7月31日
けんしん郡山文化セン
ター

出演者数
４６名

来場者数
７５０名

竹内ひとみ
バレエスクール

国内外で活躍中の竹内ひとみバレースクール卒
業生と、世界的バレリーナの中村祥子氏・二山
治雄氏をゲストに迎えて公演。

舞
2

いわき市舞踊連盟
第１６回舞踊発表会

10月1日
いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数
１５０名

来場者数
８００名

いわき市舞踊連盟
会場がひとつになり、舞踊に親しみ1日を楽しん
でいただけた。また、参加団体においても、日頃
の練習の成果発表は喜びとなった。

踊
3

第４５回福島市芸術文化祭主催行事
第４５回 「舞踊への招待」

11月17日
キョウワグループ・
テルサホール

出演者数
９４名

来場者数
４０４名

福島市
福島市文団連加盟の洋舞団体が練習の成果を
発表した。開場前から100名程が並ぶ状況で、多
くの観客が鑑賞した。

4
ダンスムーブメント２０２４　第３４回
レオキャッツダンススタジオ発表会

12月1日
喜多方プラザ
文化センター

出演者数
７２名

来場者数
７００名

レオキャッツダンス
ムーブメントスタジオ

3歳からシニアまで72名の参加、リズムダンス・
ジャズダンス・バレエ・モダンダンスなど多彩な
ジャンルで実施、観客は喜び好評を得た。

5
公社日本舞踊協会福島県支部
古典舞踊会

11月23日
けんしん郡山文化セン
ター

出演者数
３３名

来場者数
６８０名

日本舞踊協会
福島県支部

日本舞踊協会福島県支部の流派をこえての古
典舞踊会。来場者の雰囲気が良く、出演者も普
段以上の実力で活気のある舞台になった。

生 1 第６２回 諸流いけばな展
９月７日～
９月８日

会津若松市文化セン
ター

出品者数
５３名

来場者数
３２６名

会津華道教授連合会
龍生派12作品と大作1作品、華道家元池坊21作
品、小原流16作品のいけばな作品の展示を行っ
た。

活 2 いわき市民文化祭市民茶会 10月6日 いわき市文化センター

出演者数
１０３名

来場者数
８９１名

いわき市茶道連合会
日本が誇る茶道を、一般市民に開放し浸透させ
るために開催。天候にも恵まれ昨年より100名増
の入場者があり、若者も多かった。

1 第１６回 白河市民芸能大会 7月6日 白河文化交流館コミネス

出演者数
１８０名

来場者数
２００名

白河市文化団体
連合会

市文連に加盟する21団体が、大正琴や唄、舞
踊、民謡、フラダンス、太鼓で伝統・民俗芸能を
披露。小学生から９０代までの団員が参加。

総 2 令和６年度 須賀川市文化祭
９月２８日～
１２月７日

須賀川市民交流センター
須賀川市文化センター
風流のはじめ館

出演者数
３６２８名
来場者数
２５１７名

須賀川市文化祭
実行委員会

社会教育関係団体の代表者が実行委員会を組
織し発表部門１２団体・展示部門３団体が参加し
た。

3
第45回
内郷地区総合文化祭

①９月２８日～
９月２９日
②１０月２０日

①内郷公民館
②内郷コミュニティセ
ンター

出演者数
２８０名

来場者数
６００名

内郷地区文化協会
展示の部は参加者の高齢化に伴いパネル組立
を業者に依頼して開催。芸能の部は、「こども
じゃんがら」を実施で来場者増になった。

合
4 令和６年度伊達町総合文化祭

１０月５日～
１１月３日

ふるさと会館・伊達体育
館・伊達中央交流館・福
祉センター

出品・演者数
１２２４名
来場者数
１５３５名

伊達町文化団体連
絡協議会

コロナ感染対策として、芸能発表会は椅子を一
脚づつ空けて実施。総合展示会は年々参加者
が減少し展示作品も少なくなった。

5 第５回　川俣町芸能祭 10月6日 川俣町中央公民館

出演者数
１０９名

来場者数
９１名

川俣町
加入団体の芸能部門が歌謡曲・大正琴・フラダ
ンス等、日ごろの練習成果26曲を披露した。

6 令和6年度三春町文化祭
１０月１２日～
１１月１０日

三春交流館「まほら」

出品・演者数
２０９名

来場者数
５３９８名

三春町文化祭
実行委員会

町内で生涯学習活動に取り組む個人・団体が活
動成果を発表。町民の鑑賞により、生涯学習活
動に参加するきっかけを作ることも目標とした。
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7 第３８回　相馬市芸能大会 10月13日 相馬市民会館

出演者数
１３６名

来場者数
３００名

相馬市文化団体
連絡協議会

文連加盟団体のうち、芸能部門の団体が日頃の
成果を発表。

8 第４９回　桑折町文化祭
１０月１９日～
1０月２０日

町民体育館・イコーゼほ
か

出品・演者数
１００９名
来場者数
１４００名

桑折町文化祭
実行委員会

今年のテーマは「みんなで創ろう　文化交流
輪」。「住人十色みんなの杜」を設置し葉に町へ
の思いを寄せてもらいビックアートとした。

9 第1８回本宮市文化祭
１０月１９日～
１１月１６日

中央公民館・サンライズも
とみや・白沢公民館

出品・演者数
５５０名

来場者数
４５００名

本宮市文化団体
連絡協議会

【開会式】10/１9　【本宮会場】展示等8団体　芸
能のつどい19団体　【白沢会場】展示等6団体
芸能発表会13団体参加で開催。

10 第４2回　西郷村文化祭
①１０月2０日
②１１月２日～
１１月４日

西郷村文化センター

出品・演者数
７３６名

来場者数
１２１５名

西郷村文化祭
実行委員会

今年度のメインテーマを「輝く西郷　文化のかお
り」として開催。新たに3団体増で活気ある芸能
祭となり、作品展示会も賑わった。

総 11
第４５回福島市芸術文化祭主催行事
第４４回 福島市芸能祭

10月20日
キョウワグループ・
テルサホール

出演者数
１５０名

来場者数
２５０名

福島市
市内の舞踊、歌謡、フラダンス等の愛好者が練
習の成果を発表した。

12
令和６年度
第５５回常磐地区文化祭

10月20日 常磐公民館

出品・演者数
２４５名

来場者数
２５４名

常磐地区文化協会
展示の部は4団体、芸能部は11団体が、日頃の
成果を発表し多くの方に見ていただき今後の練
習意欲、意識の高揚が図られた。

13 第４８回平田村文化祭
１０月２５日～
１０月２７日

保健生涯学習施設ハレ
スコ・勤労者体育セン
ター

出品・演者数
９４５名

来場者数
２０５０名

平田村文化祭
実行委員会

「みんなで作ろう文化の村」をテーマに研究、創
作の成果を発表。スタンプラリー形式のワーク
ショップに多くの児童生徒の参加があった。

14
第53回国見町文化祭
芸能発表会

10月26日 観月台文化センター

出演者数
２２６名

来場者数
４１３名

国見町文化団体連
絡協議会

毎年多数の加盟団体が出演するため、この日を
目標に会員が日々練習に励んでおり、楽しいイ
ベントとなった。

15
第４７回
小名浜地区総合市民文化祭

①１０月２６日
②１０月２７日

①小名浜公民館
②小名浜市民会館

出品・演者数
３８８名

来場者数
１５６６名

小名浜地区総合市
民文化祭実行委員
会

展示の部はサークル体験など開催し来場者に気
て良かったと思うように、芸能の部はプログラム
に参加者氏名記載など工夫した。

16 第５２回霊山町文化祭
1１月2３日～
1１月2４日

霊山中央交流館
霊山町体育館

出品・演者数
２８８名

来場者数
８４０名

霊山町文化団体連
絡協議会

園児によるオープニングセレモニーでの発表か５
開催した。シルバー作品展と児童作品展、生徒
の習字の展示と同時開催で賑わった。

17
令和６年度
第４２回 大玉村文化祭

１０月３１日～
1１月５日

大玉村農村環境改善セ
ンター・大玉村屋内運
動場・大玉村歴史資料
館

出演者数
８２０名

来場者数
６００名

大玉村文化団体
連絡協議会

出品作品は1200点で、絵手紙、写真、書道や川
柳等を展示。またふるさと歴史講演会を「相応寺
に仏像とその周辺」を題に行った。

18
第5４回勿来地区総合文化展
第５１回勿来地区総合芸能祭

①11月２日～
11月３日
②1１月１０日

①植田公民館
②勿来市民会館

出演者数
２１９名

来場者数
５７４名

勿来地区文化協会
文化展は20代若手サークルと五浦美術館と連携
した作品展で来場者増。芸能祭は練習成果を十
分に発揮、すばらしい会だった。

19 第４２回好間地区総合文化祭 11月3日 好間公民館

出演者数
１００名

来場者数
１７０名

好間地区文化協会
プログラムに予定時間を入れたが、体調不良で
欠席、演目時間の短縮等で大幅な時短となり来
場者が間に合わなかったと反省。

20
第２７回久之浜・大久地区
市民文化祭

11月3日
久之浜・大久
ふれあい館

出演者数
１５５名

来場者数
103名

久之浜・大久地区
市民文化祭実行委
員会

キッツエアロビック発表では、会場から手拍子が
沸き子供たちの笑顔ともに一体感に包まれた。
展示作品も高評価をいただいた。

21
第27回　広野町生涯学習発表
会

11月3日 広野町中央体育館

出演者数
８５名

来場者数
２５０名

広野町
広野町文化協会や福祉団体による合唱や演
奏、体操のほか、小学生のグループによるス
ピーチなど、練習の成果を発表。

22 第５１回四倉地区市民文化祭 11月3日 四倉公民館

出演者数
１８３名

来場者数
２００名

四倉地区市民文化
祭実行委員会

アンケートの結果1日開催とした。地区の行事が
重なり、観客数が昨年よりも減少。更なる内容の
充実や観客数の増加を図っていきたい。

合 23
南相馬市芸術文化協会原町支
部第12回文化祭

１１月９日～
１１月１０日

南相馬市民文化会館
ゆめはっと

出演者数
１４８名

来場者数
１０３９名

南相馬市芸術文化
協会原町支部

本会所属団体（俳句・華道・茶道3団体・音楽・舞
踊3団体）にゲスト出演として相馬農高音楽部演
奏・歌謡で開催された。

24 第４０回遠野地区市民文化祭
①１１月９日～
１１月１０日
②１１月１０日

上遠野公民館

出演者数
１８０名

来場者数
３００名

遠野地区市民文化
祭実行委員会

展示、芸能ともに、社会教育団体、保育所、幼稚
園、小・中学ほか、地域内外で活動している団体
の参加で華やかに開催。

25 第２８回平地区総合市民文化祭
１１月１６日～
１１月１７日

いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数
３８０ 名

来場者数
１２００名

平地区総合市民文
化祭実行委員会

芸能の部32団体の参加で2日間にわたり舞台・
会場関係等スムーズに進行。両日の青少年ボラ
ンティアに運営面で助けられた。

26 第２６回中島村芸能祭 11月24日
中島村生涯学習セン
ター輝ら里

出演者数
１２３名

来場者数
１８１名

中島村文化団体
連絡協議会

12団体所属会員と一般参加者の出演で開催。
福寿の舞で始まり稽古の成果を披露。また指導
者による模範演技が披露された。

27
令和６年度
富岡町文化芸術祭

①１１月９日～
１１月１６日
②１１月９日

富岡町文化交流セン
ター　学びの森

出品・演者数
６５名

来場者数
２０００名

富岡町文化団体連
絡協議会

①作品展②芸術祭に分かれ全会員で創った文
化祭。県芸術祭披露の演劇の「文団連ファミ
リー」での再演は会員相互の連携の成果。

　　　　　　　　　音楽　２０　　演劇　３　　美術　２２　　文学　５　　舞踊　５　　生活　２　　総合　２７　　合計　８４


